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2018年度GSCM-WG活動報告
貿易業務の現状の課題と今後の期待

2019年5⽉28⽇
情報通信委員会

GSCM-WG
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これまでの活動経緯と2018年度の活動
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これまでの活動経緯
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GSCMワーキンググループは、旧CEDI⼩委員会の国際WG活動として、
GSCMへのICT利活⽤に関する調査研究を⾏うチームとして結成され、2012年6⽉から活動開始。

2016年

• NTTデータ TradeCloud、Xeroxサービスの検証
• 業種別先進事例のヒアリング⾃動⾞、商社、電⼦材料

2017年
• 各社のシステム化状況の調査
• NACCS接続の有効性評価

2018年

2012年

• CEDIメンバー各社の業務フローやEDI化ニーズを調査。
グローバル化先進企業の実態調査（23企業・団体）。
アジア地域のEDIの現状を調査

2013年

• 先進的な企業間情報連携の実態（13企業・団体）。
ITサービスの実態調査。NACCSシステムの利⽤実態
調査

2014年

• GSCMのIT化に関するCEDIメンバー化学企業の課
題・ニーズ調査を実施

2015年
• 輸出⼊当事者間の情報基盤構築に関するFS実施NTTデータとフィージビリティスタディ（FS）を
⾏い貿易情報基盤構築の機能案と課題を提⾔

2018年度活動

2015年の提⾔が
インプットの⼀つになっている

＜イベント＞
NEDOプロジェクト「貿易情報連携基盤システム」構築

NTTデータがシステム開発
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1. 2018年度活動の概要

定例会議 各月第三木曜日15:30-17:30

課題整理

動向調査

現状調査・課題整理

動向調査

★11/15経産省実証事業調査

★7/19キックオフ
★10/18国の取り組み調査

★9/19NACCS調査

★12/20 調査結果フィードバック・議論
★1/17 実証事業検討⽅向性議論

★2/21課題整理

★★ 4/18,25まとめ
海外動向調査

★3/17来期活動⽅針議論

NTTデータがNEDO
プロジェクト受託により、
貿易情報基盤システム

を構築

7⽉にキックオフを⾏い、毎⽉第3⽊曜⽇15時から17時に計11回の会合を実施。
今年度は、NEDOの貿易情報連携基盤システムをはじめとする国内外の動向調査と、
各社の貿易⼿続きに関する現状と課題整理を実施。
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活動報告
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輸出⼊業務を取り巻く動向調査
（貿易情報連携基盤システムについて）
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国の取り組み NEDO貿易情報連携基盤の実証事業

■概要
・NEDO※（国⽴研究開発法⼈新エネルギー・産業技術総合開発機構）が実施する実証事業
・NTTデータがシステム開発を受託

■⽬的
貿易⼿続きに関わる事業者の⽣産性向上と輸出リードタイムの短縮に寄与すること

■スケジュール
実証実験︓2018年7⽉~2019年3⽉末
社会実装︓2019年度中

■コンソーシアム参加業種
輸出者、フォワーダ、船会社、銀⾏、保険、陸運

■貿易情報連携基盤の特徴
①貿易に関わるほぼ全ての事業者が１つの連携基盤システムを通じてほぼ全ての貿易⼿続きのやり取りが可能
②データ標準や共有ルールの策定作業
③インターフェースとして連携APIと操作画⾯を提供
④NACCS ※とのデータ連携（許可証をNACCSから取り込み）

※NEDO ︓New Energy and Industrial Technology Development Organization
※NACCS ︓Nippon Automated Cargo and Port Consolidated System Inc.

輸出⼊港湾関連情報処理センター㈱
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国の取り組み NEDO貿易情報連携基盤の実証事業

ブロックチェーン技術活⽤
共通台帳を分散管理

改ざん消失リスク低い・⾼可⽤性

画⾯I/Fあり
NTTデータのTradeCloud

データ形式定義
フォーマットはJSON

項⽬はUN/CEFACT
※現段階では限定的利⽤

NACCS連携
許可情報を取り込み

API連携I/Fあり

ほぼ全ての
事業者・⼿続きを網羅
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海外の動向
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貿易⼿続きの特徴と課題
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輸出側 輸⼊側
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貿易⼿続きの特徴

①引き合い・売買契約

輸出者 輸⼊者

⑭船積通知

フォワーダ 通関業者 税関

コンテナヤード
（CY）

陸運業者

船会社

⑨船積書類

⑫通関許可

⑩通関申告

⑪通関許可

税関

NACCS

銀⾏ 銀⾏

悪循環
貿易⼿続きの特徴
①業種を跨いだ⼿続きが多い
②⼿続きにより必要項⽬が変わる
③登場⼈物の数だけ様式が存在

標準なし
共通ルールなし

貿易⼿続きの特徴が要因となり標準化・共通ルールの確⽴が困難な状況となっている。
逆に標準・共通ルールがないことにより、貿易⼿続きが煩雑になる悪循環に陥っている。
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輸出側 輸⼊側
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①引き合い・売買契約

輸⼊者

⑭船積通知

フォワーダ 通関業者 税関

コンテナヤード
（CY）

陸運業者

船会社

⑨船積書類

⑫通関許可

⑩通関申告

⑪通関許可

税関

NACCS

銀⾏ 銀⾏

①輸出者とフォワーダ間の標準化 ②NACCS手続き

各社の取り組みのターゲット

輸出者

悪循環
緩和

貿易⼿続きの特徴
①業種を跨いだ⼿続きが多い
②⼿続きにより必要項⽬が変わる
③登場⼈物の数だけ様式が存在

標準なし
共通ルールなし

悪循環を緩和すべく各事業者は下記範囲をターゲットとして標準化・システム化を実施している。
また、会社によっては輸⼊者である海外現地法⼈とのシステム連携を検討している。
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フォワーダの通関業務を中⼼にNACCSの利⽤が進むが、貿易業務全体をカバーできていない。
それ以外はメール・紙媒体中⼼の通信が多い状況であり帳票様式も独⾃である。

輸出者 フォワーダ 船社 コンテナ
ヤード

税関 銀⾏ 輸⼊者

受注
分析表
船⼿配
信⽤状
保険
通関・船積

独⾃Webサイト・電話・メール

メールなど

メールなど

メールなど

紙媒体（郵送）
紙媒体（郵送）

貿易⼿続きの現状

①輸出者とフォワーダー間の標準化

②NACCS⼿続き

部分的な対
処

紙媒体（メール・FAX・郵送）の⼿続きが多い
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貿易⼿続きの問題のまとめ
貿易⼿続きの特徴により標準なし、共有ルールなしといった状況が引き起こされている。
そこから効率性の問題、正確性の問題、統制・管理の問題が派⽣している。

貿易⼿続きの特徴
①業種を跨いだ⼿続きが多い
②⼿続きにより必要項⽬が変わる
③登場⼈物の数だけ様式が存在

標準なし
共通ルールなし

効率性の問題 正確さの問題 統制・管理の問題

派⽣する問題
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効率性の問題 正確さの問題 統制・管理上の問題
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貿易⼿続きの問題

輸出者

フォワーダ

メール・紙の
受注の⼿⼊⼒

通関・船積書類
の⼿動作成

⼈⼿での再⼊⼒に
よる誤り

バージョン誤り
(数量・⽇付など)

全社統制困難

進捗把握困難

情報漏えい
情報開⽰範囲の不備

物流会社への指
⽰⼿⼊⼒

NACCSと
紙書類の2重転
記

NACCS転記
時の誤り

バージョン誤り(数
量・⽇付など)

効率性の問題 正確さの問題 統制・管理の問題

進捗把握困難

具体的には以下のような問題が発⽣している。
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貿易情報連携基盤への期待

貿易情報連携基盤システムは、貿易⼿続きのほぼ全てのプロセスを網羅している。また、貿易情
報連携基盤システムの中ではデータ形式（標準）が定義されている。このシステムへの連携によ
り貿易⼿続きに関わる問題の解消につながることを期待している。

ほぼ全ての
⼿続きを網羅

データ形式定義

解消
貿易情報連携基盤の特⾊
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2019年度活動予定
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課題整理・調査（2018） 評価・導⼊イメージ（2019） 仕上げ
キックオフ（7⽉） 中間報告（3⽉）

各社状況調査
課題整理

現状課題
調査

NACCS・経産省・NTTD
ヒアリング

国内外
動向調査

問題に対する実効性の評価
他業界・他PJの動向モニタリング

貿易基盤
検証

貿易基盤
導⼊⽅法

導⼊イメージ作り
（ユースケース）

貿易基盤
導⼊イメージ

社内プロモーション〜構築までの
円滑な導⼊のために

成果物

⽉次会合（８⽉~4⽉）

⽬的︓貿易情報連携基盤を⽯化協参加各社が導⼊を検討できるようになること。
内容︓①実効性・動向の情報収集②導⼊イメージ③導⼊⽅法の検討

2019年度活動予定

考
察

7⽉︓NEDOの実証レポート評価
また、実際に連携基盤を利⽤した試⾏を⾏い船腹予約について評価


